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Ⅰ．公益法人認定 

平成 21 年 9 月 1 日付で内閣府より公益法人としての認定を受け、「公益財団法人信頼資本財

団」として登記を行った。 

 

Ⅱ．事業 

１．融資事業（公益目的事業１） 

融資事業は、公益認定を受けたことにより「貸金業法」の対象外での事業運営を行うことが可能

となった。したがって、公益認定を受けた 9 月より事業開始準備を進め、融資条件等の設定、関連

する諸規程の整備等を行った。来年度早々の融資募集開始を見込んでいる。 

 

２．知恵・知見の蓄積事業（信頼資本蓄積事業）（公益目的事業２） 

（１）社会起業家マップ 

新規募集については、中断中。今後は現在開発中の財団SNSの一メニューとして組み込んでい

く方向で検討中。 

 

３．社会デザイン事業（収益事業１） 

ポスドクネットワークの構築と財団事業への組み入れの可能性について引き続き検討を行ったが、

具体的な進捗はない。引き続き次の３つの軸で財団事業への組み入れを検討する。 

 

①ポスドクアントレプレナーに対する融資 

 学内 VB の中で社会的事業を行う団体に対する融資⇒融資による無形資産および人間関係資

本の獲得 

 

②財団データベース上にポスドクが自らの専門性を発揮できるような場を設定し（Solver チームに

組み入れる等）、彼ら自身が社会的ニーズに気付くような機会を提供。ポスドクは自分の持つ専門

性を提供、信頼を蓄積することで自身のキャリアパスを構築する機会を得る（ポスドクの社会的事業

領域への進出を促す）。 

 

③契約形態および時間的にアルバイトが可能なポスドクならびに博士課程学生を相手に専門的知

識、技術を要するアルバイトを斡旋する。 

 

４．社会企業家育成事業（収益事業２） 

（１）信頼資本トークセッション 

財団の事業に関係する様々な分野のゲストを招き行うトークセッションイベントを 9 月より開始し

12 月現在までで合計 1 回のイベントを実施した。本イベントは、会場の聴衆だけでなく、セッション

状況をインターネット技術を使い、ライブで配信することで、Web を通して誰もがリアルタイムにセッ
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ションに参加し、議論に加わることができる創発型トークセッションとして設計した。 

また、イベント終了後もイベントの映像（YouTube経由）とテキストを財団ホームページ上に掲載、

公開することで過去のイベントをいつでも見られるようにした。 

 

◆実績  

①第三回信頼資本トークセッション 2009 年 10 月 7日  

『グローバル化時代とジャーナリズムの役割－ジャーナリズムは、人間の尊厳を守れるのか？  

【福祉・環境・平和の現場から】－』  

野村彰男氏・矢田義一氏（朝日新聞ジャーナリスト学校）、石川治江氏（ＮＰＯ法人ケア・センター

やわらぎ）、熊野英介（アミタ株式会社）  

【会場参加者：13 名 、ネット参加者（イベント閲覧者）：約 80 名】 

 

 

Ⅲ．評議員会、理事会 

当年度は 9月 1日から 12 月末現在、理事会 3回を行った。 

 

■理事会 

①第四回理事会 

・開催日時：2009 年 9 月 30 日 17:00～20:00 

・出席者：熊野理事長、石川治江氏、名越秀夫氏、田中優氏、岡田純氏、鴨崎（書記） 

◆主な議案：融資事業の事業リスクの洗い出しと対策について  

 

②第五回理事会 

・開催日時：2009 年 11 月 16 日 17:00～20:00 

・出席者：熊野英介氏（理事長）、石川治江氏、名越秀夫氏、田中優氏、岡田純氏、石井友

二氏（監事）、鴨崎（書記） 

◆主な議案：融資事業開始に向けての準備 

 

③第六回理事会（第三回全体会議として実施） 

・開催日時：2009 年 12 月 9 日 15:00～18:00 

・出席者：今井賢一氏（評議員）、古在豊樹氏（評議員）、熊野英介氏（理事長）、石川治江

氏、名越秀夫氏、田中優氏、岡田純氏、吉久保誠一氏、鴨崎（書記） 

◆主な議案：財団スローガン、財団 SNS、本年度事業報告、来年度事業計画 

 

Ⅳ．メディア掲載 

（１）朝日新聞夕刊に掲載（平成 21 年 10 月 5 日 夕刊） 
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朝日新聞夕刊第 10 面 窓 論説委員室からに「『信頼』を広げる」という題名で信頼資本財団の記

事が掲載された。 

 

Ⅴ．管理部門 

（１）業務執行体制の変更（理事の変更） 

・理事若林拓朗氏辞任（平成 21年 10 月 6日辞任） 

・新理事として吉久保誠一氏が平成 21年 10 月 6日就任（平成 21年 10 月 26 日登記） 

 

Ⅵ．会計報告 

会計報告内容は、別紙「法人法で定める計算書類等」の通りである。 

 

以上 

 

 

 


